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竹
田
市
長
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ

市長職務執行者

　伊　東　一　生

　
平
成
17
年
４
月
１
日
、「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
育
む
　
名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」

の
建
設
を
め
ざ
し
て
、新
生
「
竹
田
市
」
が
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
市
は
、

旧
竹
田
市
と
旧
直
入
郡
の
荻
町
、
久
住
町
、
直
入
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
い
た
し
ま

し
た
が
、
祖
母
山
や
く
じ
ゅ
う
連
山
等
の
九
州
の
名
峰
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
山
々
か
ら

湧
き
い
ず
る
名
水
や
温
泉
、
さ
ら
に
は
広
大
な
高
原
な
ど
、
他
の
ど
の
地
域
に
も
な
い

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
新
市
で
は
、
そ
こ
に
住
む
市
民
一

人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
将

来
的
に
も
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
夢
、
希
望
、
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

誕生しました!!
合併し
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竹田市・荻町・久住町・直入町が

新  竹田市が
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
増
し
に
厳
し
さ
を
増
す
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
は
、
合
併
後
も
、
決

し
て
そ
の
好
転
は
期
待
で
き
ず
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
お
り
、
私
ど
も
は
、
引
き
続
い
て
の
行
財
政
改
革
の
推
進
と
財
政
の
健
全
化

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
を
は
じ

め
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
全
て
の
職
員
が
、
率
先
し
て
お
互
い
を
理
解
し
、
一
体
感
を
醸

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
リ
ム
な
行
政
を
実
現
し
、
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
新
市
長
が
選
ば
れ
る
ま
で
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
市
長
が
円
滑
な
行
政
運
営
に
当
た
ら
れ
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
市
長
職
務
執
行
者

　
　
伊

　
東

　
一

　
生

平成17年4月1日
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会議員選挙
～新・竹田市の未来を築くこの一票
　　　心を込めて　願いを込めて～

　
今
回
の
選
挙
は
、
合

併
に
よ
り
新
し
く
誕
生

し
た
「
竹
田
市
」
で
最

初
に
行
わ
れ
る
市
長
選

挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
竹
田
市

政
を
任
せ
ら
れ
る
市
長

や
市
議
会
へ
私
た
ち
の

代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
と
な
り
ま
す
。

　
投
票
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
　
　
　
　
程

　
竹
田
市
長
選
挙
・
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

●
告
示
日

　
４
月
17
日
㈰

●
投
票
日
時

　
４
月
24
日
㈰

　
７
時
〜
18
時

●
開
票
日
時

　
４
月
24
日
㈰    

　
　
　
　
竹
田
市
長
選
挙

　
　
20
時

　
　
　
　
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
竹
田
選
挙
区

　
20
時

　
　
　
　
　
　
荻
選
挙
区

　
19
時

　
　
　
　
　
　
久
住
選
挙
区

　
19
時

　
　
　
　
　
　
直
入
選
挙
区

　
19
時

●
開
票
場
所

　
　
　
　
竹
田
市
長
選
挙

　
　
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
竹
田
選
挙
区

　
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
荻
選
挙
区

　
荻
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
久
住
選
挙
区

　
久
住
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
直
入
選
挙
区

　
直
入
中
央
公
民
館
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竹田市長選挙・竹田市議
投票日は4月24日㈰です！

　投
票
で
き
る
人
は

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
昭

　
和
60
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人

◇
竹
田
市
（
旧
竹
田
市
、
旧
荻
町
、

　
旧
久
住
町
、
旧
直
入
町
）
に
引

　
き
続
き
３
か
月
以
上
住
ん
で
い

　
る
人
（
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

　
人
は
、
平
成
17
年
１
月
16
日
ま

　
で
に
転
入
届
を
し
た
人
）

◇
選
挙
人
名
簿
に
有
効
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
人
で
、
欠
格
要
件
に

　
該
当
し
な
い
人

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　
て
も
、
投
票
日
当
日
や
期
日
前

　
投
票
を
す
る
日
に
す
で
に
他
市

町
村
に
転
出
し
て
い
る
人
は
投

　
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　
る
人
で
４
月
２
日
以
降
に
転
居

　
さ
れ
た
人
は
、
登
録
の
移
し
替

　
え
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
旧
住
所

　
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

　入
場
整
理
券
は

◇
入
場
整
理
券
は
、
４
月
18
日
㈪

　
に
選
挙
人
一
人
一
人
に
郵
便
で

　
発
送
し
ま
す
。

◇
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
人

　
は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投

　
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◇
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

　
は
、
投
票
所
で
再
作
成
し
て
も

　
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所

　
に
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

　
た
り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管
理

　
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　投
票
時
間
・
投
票
場
所
は

◇
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も

　
７
時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。

◇
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の

　
番
号
で
す
）

▼
旧
竹
田
市
内
の
投
票
所

①
　
竹
田
幼
稚
園

②
　
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
　
明
治
地
区
多
目
的
集
会
所

④
　
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
　
城
原
地
区
館

⑥
　
宮
城
分
館

⑦
　
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
　
松
本
分
館

⑨
　
菅
生
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑩
　
嫗
岳
分
館

⑪
　
祖
峰
小
学
校
体
育
館

⑫
　
宮
砥
分
館
体
育
館

⑬
　
片
ヶ
瀬
集
会
所

▼
旧
荻
町
内
の
投
票
所

⑭
　
荻
中
央
公
民
館

⑮
　
柏
原
公
民
館

▼
旧
久
住
町
内
の
投
票
所

⑯
　
久
住
中
央
公
民
館

⑰
　
白
丹
公
民
館

⑱
　
都
野
公
民
館

▼
旧
直
入
町
内
の
投
票
所

⑲
　
直
入
総
合
支
所
（
旧
直
入
町

　
　
役
場
）
大
会
議
室

⑳
　
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

　投
票
方
法
は

　
投
票
は
２
種
類
で
す
。

◆
投
票
①
　
竹
田
市
長
選
挙

　
　
記
号
式
投
票

　
市
長
選
挙
は
、
記
号
式
投
票
で

す
。
パ
イ
プ
で
○
印
を
押
す
だ
け

で
す
。

　
投
票
用
紙
に
は
、
す
べ
て
の
候

補
者
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
投
票
記
載
台
に
備
え
付

け
の
パ
イ
プ
で
○
印
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
、

　
点
字
投
票
は
記
名
式
投
票
で
す

　
か
ら
、
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

　
て
投
票
し
ま
す
。

◆
投
票
②

　
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
記
名
式
投
票

　
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
投
票

用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま

す
。
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
順
序
は

◇
投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
市
長

　
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
次
に
市

　
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い

　
ま
す
。

　期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
は

　
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

備え付けのパイプで
○印をつけます。

候補者名を
記入します。
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レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務

が
あ
る
等
、
一
定
の
事
由
に
よ
り

ど
う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場

　

合
は
期
日
前
投
票
の
際
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
　

４
月
18
日
㈪
か
ら

　
　

４
月
23
日
㈯
ま
で

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
　

８
時
30
分
〜
20
時

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
旧
竹
田
市
内
の
期
日
前
投
票
所

◇
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
（
竹
田
市
役
所
本
庁
隣
り
）

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

竹
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
旧
荻
町
内
の
期
日
前
投
票
所

◇
荻
総
合
支
所
（
旧
荻
町
役
場
）

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

荻
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　

れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
旧
久
住
町
内
の
期
日
前
投
票
所

◇
久
住
総
合
支
所
（
旧
久
住
町
役

　

場
）

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

久
住
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

▼
旧
直
入
町
内
の
期
日
前
投
票
所

◇
直
入
総
合
支
所
（
旧
直
入
町
役

　

場
）

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
旧

　

直
入
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
た
人
の
み
で
す
。

　
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

病
気
等
の
事
由
に
よ
り
ど
う
し
て

も
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
①
指
定
病
院
等
で
不
在
者
投
票

　　

を
す
る
場
合

　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
告
示
日

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
病
院
等
の

事
務
担
当
者
に
早
め
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

不
在
者
投
票
の
手
続
き
は
、
病

院
等
で
す
べ
て
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　
②
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
告
示
日

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
早
め
に
竹

田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
③
自
宅
で
郵
便
投
票
を
す
る
場

　
　
合

◇
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人
の
場
合

　

旧
市
町
で
交
付
を
受
け
た
郵
便

　

投
票
証
明
書
は
、
有
効
期
限
ま

　

で
引
き
続
き
有
効
で
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

　

求
は
告
示
日
前
で
も
で
き
ま
す

　

か
ら
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員

　

会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

　

求
期
限
は
４
月
20
日
㈬
で
す
。

◇
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

　

け
て
い
な
い
人
の
場
合

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
選
挙
人
は
、
事
前
に
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
両
下
肢
等
に
一
定
以

上
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
や
、

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
５
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

※
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

　

る
こ
と
の
で
き
る
選
挙
人
で
、

　　
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と

　

の
で
き
な
い
者
と
定
め
ら
れ
た

　

人
は
代
理
記
載
制
度
が
あ
り
ま

　

す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

平　

日　

☎
 63‒

１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
６
０
・
１
６
１
）　

　

時
間
外　

☎
 63‒

４
８
１
４

　
立
候
補
予
定
者
の
事
前

　
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

竹
田
市
長
選
挙
及
び
竹
田
市
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
人
は
、
事
前
説
明
会
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
竹
田
市
長
選
挙

・
日
時　

４
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

９
時
〜

・
会
場　

竹
田
市
役
所
本
庁

　
　
　
　

３
階
第
一
委
員
会
室

※
出
席
者
は
各
立
候
補
予
定
者
と

　

も
関
係
者
３
名
以
内

■
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

・
日
時　

４
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

・
会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
竹
田
市
役
所
本
庁
隣
り
）

※
出
席
者
は
各
立
候
補
予
定
者
と

　

も
関
係
者
２
名
以
内

▼
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

　

し
ま
す
。

　

４
月
24
日
執
行
の
竹
田
市
長
選

挙
及
び
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
及
び
場
所
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す

◇
登
録
基
準
日
・
登
録
日

　

４
月
16
日

◇
縦
覧
で
き
る
日
時

　

４
月
17
日
㈰

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

◇
縦
覧
の
場
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
 63‒

４
８
１
４
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み
ん
な
で
守
ろ
う

　
「
三
な
い
運
動
」

・
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

　
「
贈
ら
な
い
！
」

・
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を

　
「
求
め
な
い
！
」

・
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄

　

附
は
「
受
け
取
ら
な
い
！
」

　

こ
ん
な
時
、
こ
ん
な
物
も
、

寄
附
禁
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

入学祝・卒業祝 落成式・開店祝
いの花輪

秘書等が代理で
出席する場合の
香典

お祭りへの寄附
や差し入れ

病気見舞い

町内会の集会や
旅行などの催し
物への寸志や飲
食物の差し入れ

お中元やお歳暮
葬式の花輪、供
花

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

地域の行事やス
ポーツ大会への
飲食物の差し入
れ

 固定資産税縦覧期間のお知らせ!! 
　固定資産税の納税者が自己の土地又は家屋の評価額と他
の土地又は家屋の評価額を比較するために、土地及び家屋
価格等縦覧帳簿を縦覧できます。
縦覧期間　4月 1日㈮～ 5月 31日㈫　8:30 ～ 17:00
　　　　　（土・日・祭日を除く）
縦覧場所　本庁舎税務課資産係・各総合支所税務課
縦覧できる人　①納税者
　　　　　　　②納税管理人
　　　　　　　③納税者の委任状を持参した人
土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿を縦覧できる人
①土地価格等縦覧帳簿の縦覧…管内に所在する土地の固定
　資産税の納税者、その家族等代理権を有する方
②家屋価格等縦覧帳簿の縦覧…管内に所在する家屋の固定
　資産税の納税者、その家族等代理権を有する方
※縦覧できる方かどうかを確認するため、お手持ちの納税
　通知書、課税明細書、または運転免許証等ご本人の確認
　ができるものを窓口にてご提示いただきますので、ご協
　力お願いします。
※ご本人所有の土地や家屋以外の土地や家屋の評価の内容
　については、プライバシーの保護の観点から詳細に説明
　することはできませんので、あらかじめご了承願います。

 基準宅地等の路線価を公開します!!
　固定資産税の評価の適正化と納税者の評価に対する理解
を深めていただくため、基準宅地等主要な路線価及び価格
を常時公開しています。

 固定資産税減免制度をご存じですか?
　公益のため使用する固定資産 ( 集会所、公民館等、その敷
地、ゲートボール場等 ) については減免を受けることができ
ます。（有料で使用するものを除く）減免を受けようとする
人は、納期限前 7日までに、自治会長の証明書を添付し税
務課資産係に減免の申請をしてください。なお、当初（第 1
期）から減免を受けようとする人は、5月 24 日㈫が申請期
限となります。
●お問い合せ
　税務課資産係　☎ 63-1111（内線 123,124,128）

 ４月１日から
 　預金保険制度が
 　　改正されました!!
　平成 17年４月以降、全額保護される決
済用預金を除き、預金者１人当たり１千万
円までの元本とその利息が保護されるよ
うになります。
　決済用預金とは、「無利息、要求払い、
決済サービスを提供できる」という条件
を備えた預金で、当座預金や利息の付か
ない普通預金が該当します。
  その他の預金として、普通預金、別段預
金、定期預金、定期積金、ビック、ワイ
ド等があります。
　なお、保護対象外の預金は外貨預金、
譲渡性預金、ヒット等があり、これらは
金融機関の財産の状況に応じて支払われ
ます。
　詳しくは、左記または各金融機関の窓
口へお問い合せください。
●お問い合せ
　九州財務局総務部財務広報相談官
　〒 860-8585　熊本市二の丸 1-2
　☎ 096-353-6351
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  新・竹田市を回る
　新・竹田市は総面積が477.7 平方㎞となり、大分県内では6番目
の広さを誇る市となります (平成17年4月1日現在 )。市内の各所に
あるたくさんの名所旧跡・観光地を巡って、新・竹田市の広さを実感
してみましょう。
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新
・
竹
田
市
を
回
っ
て

　

新
し
い
竹
田
市
は
史
跡
や
文
化

と
、
湧
水
や
温
泉
、
山
々
等
の
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
合
併
し
た
ば
か
り

で
、「
新
し
い
竹
田
市
は
ピ
ン
と

こ
ん
」
と
思
う
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
実
際
に
新
し
い
竹

田
市
内
の
主
な
名
所
旧
跡
を
巡
っ

て
み
ま
し
た
。

※
撮
影
時
の
旧
市
町
役
場
に
つ
い

て
は
、
本
庁
、
総
合
支
所
と
し
て

表
記
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
15
日
（
曇
り
時
々
雨
）

❶
９
時

　

竹
田
市
役
所
本
庁
出
発

　

竹
田
市
役
所
本
庁
舎
は
「
レ
ン

コ
ン
の
町
」
と
も
呼
ば
れ
る
市
街

地
か
ら
少
し
外
れ
た
場
所
に
あ
り

ま
す
。

❷
９
時
４
分

　

竹
田
温
泉
花
水
月

　

平
成
13
年
11
月
に
開
業
し
た
温

泉
施
設
で
す
。
今
年
３
月
に
は
厨

房
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

❸
９
時
31
分

　

岡
城
跡

　

岡
城
は
、
緒
方
三
郎
惟
栄
が
源

義
経
を
迎
え
る
た
め
に
築
城
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
に

は
、
義
経
を
詠
ん
だ
句
碑
を
市
民

が
建
立
し
て
い
ま
す
。

　

岡
城
跡
の
撮
影
中
に
カ
メ
ラ
の

電
池
が
な
く
な
り
、
い
っ
た
ん
市

役
所
に
戻
り
ま
し
た
。

❹
11
時
38
分

　

河
宇
田
湧
水

　
「
名
水
百
選
」
竹
田
湧
水
群
の

１
つ
で
あ
る
河
宇
田
湧
水
に
は
、

市
外
か
ら
水
を
汲
み
に
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

❺
11
時
54
分

　

神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
「
緒
環
」

　

神
原
渓
谷
沿
い
に
車
を
走
ら
せ

る
と
、
薬
膳
料
理
等
も
堪
能
で
き

る
神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
「
緒
環
」

に
着
き
ま
し
た
。

❻
12
時
21
分

　

円
形
分
水

　

荻
町
に
向
か
う
途
中
に
円
形

分
水
が
あ
り
ま
す
。
円
形
分
水

は
水
を
適
正
に
配
分
す
る
た
め

１
９
３
４
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

❼
12
時
40
分

　

白し
ら
み
ず水
の
滝

　

豊
の
国
名
水
15
選
の
白
水
の
滝

は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
滝
が
ほ
と
ば

し
っ
て
い
ま
す
。
滝
の
数
が
99
で

１
０
０
に
１
つ
足
り
な
か
っ
た
た

め
、
百
の
字
の
一
を
抜
き
「
白
水

の
滝
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

❽
13
時
９
分

　

合
ヶ
瀬
大
橋

　

昭
和
56
年
に
陽
目
渓
谷
に
架
け

ら
れ
た
合
ヶ
瀬
大
橋
は
、
橋
脚
が

67 

㍍
と
西
日
本
一
の
高
さ
を
誇

る
橋
で
す
。

❾
13
時
22
分

　

荻
総
合
支
所

　

竹
田
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
約
４

時
間
半
か
け
て
荻
総
合
支
所
に
到

着
し
ま
し
た
。
県
道
高
森
竹
田
線

沿
い
に
は
農
産
物
直
売
所
「
ト
マ

ト
ち
ゃ
ん
」
が
営
業
し
て
い
ま
す
。

10
13
時
27
分

　

荻
の
里
温
泉

　

日
帰
り
、
温
泉
、
宿
泊
、
宴
会

が
楽
し
め
る
荻
の
里
温
泉
は
、
平

日
で
も
多
く
の
お
客
さ
ん
が
湯
治

に
来
て
い
ま
し
た
。

11
14
時
20
分

　

久
住
総
合
支
所

　

荻
町
か
ら
菅
生
地
区
〜
白
丹
地

区
と
抜
け
、
久
住
総
合
支
所
に
到

着
し
ま
し
た
。

12
14
時
27
分

　

く
じ
ゅ
う
花
公
園

　

く
じ
ゅ
う
花
公
園
も
、
３
月

は
苗
の
植
え
付
け
時
期
に
当
た
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
久
住
高

原
の
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

13
14
時
48
分

　

ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム

　

ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
・
ガ
ン
ジ
ー
島
原
産
の
乳

牛
ガ
ン
ジ
ー
牛
を
肥
育
し
、
乳
製

品
等
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

14
15
時
19
分

　

ド
イ
ツ
温
泉
村

　

ド
イ
ツ
、
バ
ー
ト
ク
ロ
チ
ン
ゲ

ン
市
と
の
交
流
を
記
念
し
建
て
ら

れ
た
飲
泉
場
を
撮
影
し
ま
し
た
。

15
15
時
47
分

　

芹
川
ダ
ム

　

昨
年
発
生
し
た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

の
た
め
、
大
分
県
で
は
８
月
31
日

ま
で
大
分
川
水
系
で
の
コ
イ
の
移

動
を
自
粛
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

16
16
時
５
分

　

直
入
総
合
支
所

　

昨
年
、
道
路
建
設
の
た
め
移
転

新
築
さ
れ
た
直
入
総
合
支
所
で
す
。

17
16
時
21
分

　

カ
ニ
湯

　

カ
ニ
湯
は
日
本
一
の
炭
酸
泉
、

長
湯
温
泉
を
流
れ
る
芹
川
の
河
川

に
あ
る
カ
ニ
の
形
を
し
た
露
天
風

呂
で
す
。

　

こ
の
後
、老
野
湧
水
、道
の
駅
竹

田
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
６
時

間
20
分
、
総
移
動
距
離
１
７
５
㌔

の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
新
し
い
竹

田
市
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

↑ 9:19 義経を歌う歌碑

↑ 16:11 御前湯

↑ 14:17 豊後久住牛記念碑
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知っ得！竹田市
　竹田市、荻町、久住町、直入町が
合併して誕生した新しい竹田市の概
要をお知らせします。

新・竹田市の人口
　男　性　13,177 人
　女　性　14,896 人
　総人口　28,073 人
　世帯数　10,806 世帯
　　( 平成 17年 2月 28日現在 )
　なお、大分県の総人口は 1,214,906 人
( 男 572,543 人、女 642,363 人 ) で、世
帯数は 473,425 世帯となっており、竹田
市はそれぞれ約 2.3％を占めています。
　　( 平成 17年 2月 1日現在 )

産業別就業人口
　第一次産業　4,957 人 (32.6％ )
　第二次産業　2,980 人 (19.6％ )
　第三次産業　7,253 人 (47.7％ )
　　( 平成 12年国勢調査より )

交通ネットワーク
　竹田市のほぼ中央を横断する国道 57
号と、旧竹田市から久住町の中心部を通
り熊本県南小国町へと縦断する国道 442
号が主要路線となっています。また、県
道竹田直入線が旧竹田市と直入町を結
び、久住町と直入町は県道庄内久住線で
結ばれています。さらに、旧竹田市と荻
町は県道高森竹田線で結ばれています。
これらの県道は、大分県が進める圏域内
30分構想により改良がなされています。
　国県道以外の道路では、広域農道が荻
町を起点として竹田市の西北部を通り直
入町まで続いています。また、旧竹田市
の南部地域には緑資源幹線林道宇目小国
線が荻町へと延びています。

面積・地形
　総面積　約 477.7 平方㌔
　東西約 24km・南北約 36km に広がる
竹田市を地目別にみると、総面積の 69.2
％が山林原野で占められており、農地は
15.2％、宅地が 1.3％であり、緑豊かな
環境が広がっています。
　北にくじゅう連山を背し、南に阿蘇外
輪山、祖母山を望み、標高 250 ｍの盆地
から標高 900 ｍ程度の高原地帯を経て、
標高 1,700 ｍ級の山々が連なる山岳地帯
まで起伏に富んだ地形です。

竹田市

参考：新市建設計画
「竹田直入地域の新しいまちづくり」
平成 16年 5月
竹田直入地域市町合併協議会発行
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教 育 長　　　　教　育　次　長 総　　　務　　　課　　　　　総務係　施設管理係
学　校　教　育　課　　　　　教育係
　　幼　　稚　　園
　　小　　学　　校
　　中　　学　　校
生　涯　学　習　課　　　　　生涯学習係　社会体育係　国体準備係
　　祖母山麓体験交流施設「あ祖母学舎」
文 　 化 　 財 　 課　　　　　文化財管理係　文化財係
　　文化財管理センター
中　央　公　民　館　　　　　公民館係
　　佐藤義美記念館
　　分　　　　　館　　　　　竹田分館・岡本分館・明治分館・豊岡分館
　　　　　　　　　　　　　　玉来分館・松本分館・入田分館・嫗岳分館
　　　　　　　　　　　　　　宮砥分館・菅生分館・宮城分館・城原地区館
　　荻中央公民館　　　　　　柏原公民館
　　久住中央公民館　　　　　都野公民館　白丹公民館
　　直入中央公民館
竹田学校給食共同調理場　　　　　管理係
図　　　書　　　館
文 　 化 　 会 　 館
歴　史　資　料　館
荻 　 教 　 育 　 課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　荻学校給食共同調理場　　　　管理担当
久　住　教　育　課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　久住学校給食共同調理場　　　管理担当
直　入　教　育　課　　　　　生涯学習担当　公民館・図書担当　社会体育担当
　　直入学校給食共同調理場　　　管理担当
　　B&G直入海洋センター

市 議 会　　　　事　務　局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務係　議事係

選挙管理委員会

農業委員会

監査委員
固定資産評価審査委員会
公平委員会
竹田市水道事業

事　　務　　局　　　選挙係
　　荻　支　局　　　　選挙担当
　　久 住 支 局　　　　選挙担当
　　直 入 支 局　　　　選挙担当
事　　務　　局　　　管理係　農地係
　　荻　支　局　　　　農地担当
　　久 住 支 局　　　　農地担当
　　直 入 支 局　　　　農地担当
事　　務　　局　　　庶務係
事　　務　　局
事　　務　　局
水　　道　　課　　　庶務係　工務係

参考「市民ガイドブック　くらしの便利帳」より
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竹田市組織機構図
市　　長 助　　役

収 入 役

総 務 企 画 部

市 民 福 祉 部

産 業 建 設 部

荻 総 合 支 所

久住総合支所

直入総合支所

消　防　本　部

総　　　務　　　課　　　　　秘書広聴係　総務係　消防交通係　職員係
　　行政改革推進室　　　　　　　行政改革推進担当
企　画　情　報　課　　　　　企画調整係　まちづくり・情報化推進係
財　　　政　　　課　　　　　財政係　管財係
税　　　務　　　課　　　　　管理係　課税係　資産係

市　　　民　　　課　　　　　市民係　年金係
保　　　険　　　課　　　　　保険係　介護係
健　康　増　進　課　　　　　管理係　健康増進係
環　境　衛　生　課　　　　　環境衛生係　衛生施設係
　　清掃センター　　　　　　清掃施設係
　　衛生センター
　　浄光園

人権・同和対策室　　　　　人権・同和対策係
福　祉　事　務　所　　　　　管理係　生活保護係　児童福祉係
　　　　　　　　　　　　　　高齢者福祉係　障害福祉係　　　　　
　　養護老人ホーム南山荘　　管理係　生活指導係
　　竹田保育所
　　荻保育所
　　柏原保育所
　　都野保育所
　　白丹保育所
　　久住保育所（社協委託）

農　林　畜　産　課　　　　　庶務係　営農係　畜産係　農業振興係
　　　　　　　　　　　　　　林業振興係
　　久住畜産センター
　　直入畜産センター
　　荻堆肥センター
耕　　　地　　　課　　　　　庶務係　工務係　地籍調査係
　　　　　　　　　　　　　　大野川上流開発係
商　工　観　光　課　　　　　商工観光係
　　竹田研究所
　　竹田市野外活動施設
　　瀧廉太郎記念館
建　　　設　　　課　　　　　企画調整担当　庶務係　道路管理係
　　　　　　　　　　　　　　道路河川係　ダム・高規格対策係
　　　　　　　　　　　　　　都市計画係　生活排水係　建築係

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
税　　　務　　　課　　　　　税務担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当
保　健　福　祉　課　　　　　庶務担当　福祉担当　健康増進担当
産　　　業　　　課　　　　　商工観光担当　農業振興担当　林業振興担当
　　　　　　　　　　　　　　畜産担当
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当
　　　　　　　　　　　　　　土木担当　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
税　　　務　　　課　　　　　税務担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当
保　健　福　祉　課　　　　　庶務担当　福祉担当　健康増進担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当　国民宿舎久住高原荘　久住さやか
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

地　域　振　興　課　　　　　地域振興担当
税　　　務　　　課　　　　　税務担当
市　民　生　活　課　　　　　市民担当　環境衛生担当　保険担当
保　健　福　祉　課　　　　　庶務担当　福祉担当　健康増進担当
産　　　業　　　課　　　　　農業振興担当　林業振興担当
商　工　観　光　課　　　　　商工観光担当　温泉療養文化館
　　国民宿舎直入荘
建　　　設　　　課　　　　　耕地・森林土木担当　地籍調査担当　土木担当
　　　　　　　　　　　　　　住宅庶務担当　上下水道担当

会　　　計　　　課　　　　　会計係
　　荻 　 分 　 室　　　　　　会計担当
　　久　住　分　室　　　　　　会計担当
　　直　入　分　室　　　　　　会計担当

わかば農業公社派遣
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第
18
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
３

月
６
日
に
竹
田
文
化
会
館
を
発

着
点
に
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
６
種
目
に
約

１
、３
８
０
人
が
参
加
。
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
40
歳
未
満
男
性
の
部
で

は
、
台
湾
か
ら
初
参
加
の
陳
彦
博

さ
ん
が
２
時
間
36
分
14
秒
の
記
録

で
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

↑ゴールした陳彦博さん 

力走！竹田市、直入郡
第 47回県内一周大分合同駅伝

↑竹田市最終日アンカー　吉川誠選手

↑直入郡アンカー 内田龍志選手

↑声援に力走で応えて（23日）

↑ゴール目前！ 選手に声援を（22日）

　

第
47
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
が
、２
月
21
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
、大
分
市
を
ス
タ
ー
ト
し
、県
内

を
１
周
す
る
38
区
間
、３
９
９
・
５

㌔
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
町
村
合
併
の
関
係
で
、
23
郡

市
の
対
抗
戦
と
し
て
は
最
後
（
た

だ
し
、
北
海
部
郡
が
チ
ー
ム
を
解

団
し
22
郡
市
の
参
加
）
に
な
る
こ

の
大
会
で
、竹
田
市
チ
ー
ム
、直
入

郡
チ
ー
ム
は
果
敢
に
力
走
。
大
会

２
日
目
の
22
日
に
は
竹
田
市
に
入

り
、
23
日
に
は
竹
田
市
か
ら
久
住

町
、
直
入
町
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

結
果
、
直
入
郡
が
総
合
10
位
、

Ｂ
部
３
位
、
竹
田
市
が
総
合
14
位
、

Ｂ
部
６
位
の
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
来
年
は
新
し
い
竹
田
市
チ
ー

ム
と
し
て
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

↑豊の船の会のコーラス

一人ひとりが光り輝く
　平成 16年度生涯学習まつりを、３月
12日に竹田文化会館で開催しました。
　ホールには各分館や教室での作品が
展示され、舞台では「美しき我が故郷」
と題して、福島県出身の民謡歌手原田
直之さんの唄を交えた講演を聞き、そ
の後、各分館やカラオケ教室の舞踊や
民謡の発表会が開かれました。また、
高齢者大学閉講式も行いました。
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まちの話題

イチゴを食べて元気にな～れ
↑園児たちに手渡されるイチゴ（荻保育所）

　３月８日、ＪＡ大分みどり甲斐一
専務、工藤栄治支部長が荻保育所を
訪れ、真っ赤に熟れたおいしそうな
イチゴを伊東一生荻町長に、町長か
ら荻保育所と柏原保育所の園児達に
手渡しました。甲斐専務が「栄養満
点のイチゴを食べて、元気に過ごし
てください。イチゴ好きな人」と声
をかけると、園児全員が元気良く手
を上げて返事をしていました。
　前日の７日には、ＪＡ大分みどり
いちご部会 ( 井和之会長 ) も竹田・
南部幼稚園、竹田保
育所、南山荘にイチ
ゴを贈りました。

↑元気にお話しいただきました

祝100歳！工藤キミヱさん
　
工
藤
キ
ミ
ヱ
さ
ん(

向
岳)

が
、
３
月
10
日
に
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
工
藤

さ
ん
は
明
治
38
年
生
ま
れ
で
、
今

で
も
風
呂
焚
き
、料
理
、畑
仕
事
を

す
べ
て
１
人
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
24
年
前
に
夫
を
亡
く
さ
れ
て
か

ら
は
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
体
調
を
崩
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
の
ん
び
り
と
ス
ト
レ

ス
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
長
寿
の

秘
訣
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私たちの子どものために

　
子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
安
心

し
て
子
供
を
産
み
育
て
、
す
こ
や

か
に
子
ど
も
が
育
つ
環
境
作
り
の

た
め
に
、
竹
田
市
・
荻
町
・
久
住
町
・

直
入
町
の
１
市
３
町
次
世
代
育
成

担
当
者
会
議
が
策
定
し
た
「
竹
田

市
す
こ
や
か
行
動
計
画
」
が
３
月

に
発
行
さ
れ
、
阿
南
馨
竹
田
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

耳や言葉の不自由な方へ

　
３
月
２
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ア
ク
ト
中
九
州
石
橋
洋
一

大
分
支
店
長
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

大
分
支
店
後
藤
敏
春
竹
田
営
業
所

長
が
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方

が
外
出
先
等
で
電
話
に
利
用
す
る

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
と
フ
ァ
ッ

ク
ス
送
信
用
紙
「
ふ
れ
あ
い
速
達

便
」
を
50
部
ず
つ
寄
贈
し
ま
し
た
。

↑伊藤隆弘直入町長（左から 2人目）他来賓各位

竣
工
、
庄
内
久
住
線

　
主
要
地
方
道
庄
内
久
住
線
は
庄

内
町
の
国
道
２
１
０
号
を
起
点
と

し
、
直
入
町
の
中
心
部
を
経
由
し

て
久
住
町
で
国
道
４
４
２
号
に
接

続
す
る
総
延
長
約
32 

㌔
の
道
路

で
、
広
域
観
光
道
路
と
し
て
、
ま

た
直
入
町
内
を
縦
貫
す
る
生
活
道

路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
急
カ
ー
ブ
と
冬
季

の
路
面
凍
結
の
た
め
直
入
町
の
馬

門
工
区
が
交
通
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
大
分
県
が
平
成

９
年
度
に
計
画
延
長
６
１
３
㍍
、

総
事
業
費
約
５
億
１
千
万
円
の
道

路
改
良
事
業
に
着
手
。
３
月
17
日
、

関
係
者
、
来
賓
等
出
席
の
も
と
、

竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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保健だより
竹田市役所健康増進課　☎63-1111
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

 健 康 教 育
健診結果説明会
　健診結果を各地区で説明します。
糖尿病予防教室
　血糖値が高い人、肥満、糖尿病が気になる人を
　対象に教室を開催します。
高脂血症予防教室
　総コレステロールや中性脂肪等が高い人を対象
　に開催します。
からだにやさしい栄養料理教室
　月 1回開催します。受講生は教室終了後、食生
　活改善推進協議会に入会し、地区の栄養改善に
　努めます。
男性料理教室
　男性を対象に料理教室を開催します。
転倒予防教室
　転倒予防の講義や体操を実施します。
筋力向上トレーニング教室
　在宅の 65 歳以上の高齢者を対象に週 2回専用
　の機械を使ってトレーニングを行います。
湯中運動教室
　40歳以上の人を対象に、筋力向上や肥満予防等
　を目的に湯中で運動や体操を行います。

　その他各種病態の健康教育等を実施します。

※精神保健福祉業務は、
　福祉事務所障害福祉
　係が担当します。
　

　保健事業の連絡・周知は、平成 17 年度いきい
きたけた情報カレンダー ( 各世帯一部配布 )、自治
会回覧、防災無線、ちらし等で行っています。
　平成 17 年度いきいきたけた情報カレンダーに
は、各種健診や制度・サークル等の紹介、市内保
健医療関係機関の所在地等を掲載しています。ま
た、商工観光課や生涯学習課のイベント介護や福
祉サービス、家庭ごみ収集日程表等の情報が掲載
されています。ご活用ください。

健康づくりは地域から
  ４月から新市になり、本庁健康増進課、総合支
所保健福祉課の保健師・栄養士が「保健だより」
をお送りします。今まで１市３町で実施してきた
保健事業を基盤に、健康づくりに取り組んでいき
ます。よろしくお願いいたします。
　今月は、新市の老人・成人保健事業についてお
知らせします。

健康診査
　基本健診とがん検診を同日に実施する全市総合
健診を実施します ( 旧３町は、従来どおりの健診
を行います）。また、満 30 歳・35 歳の人を対象
に早期からの生活習慣の改善を図るため節目健診
を実施します。

健康相談
　血圧測定や検尿、血糖検査、体脂肪測定等を各
地区で実施します。

機能訓練 (リハビリ )
機能訓練

対 象 者
40 歳以上の病気や事故などで障害
があり、介護保険の「要支援・要
介護」になっていない人

実施回数 週 1回　13:30 ～ 15:30

実施場所 竹田市総合社会福祉センター

内　　容 健康チェック、器具訓練、レクリ
エーション、陶芸や絵手紙等

●お問い合せ　竹田市役所健康増進課

こころの健康教室

対 象 者 こころの病を持っている人

実施回数 週 1回　13:30 ～ 15:30

実施場所 荻福祉健康エリア

内　　容
健康チェック、レクリエーション、
体操、生活に必要な知識や技能の
学習、手芸・工作等

●お問い合せ　荻総合支所保健福祉課
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竹
田
医
師
会
病
院
か
ら　

〈1〉

 

癒　

し

　　

ス
ト
レ
ス
を
０
に
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
す
る
方
法
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
方
法
は

基
本
的
に
「
休
息
」
と
「
気
分

転
換
」
で
す
。

　

ま
ず
は
「
休
息
」
し
ま
し
ょ

う
。
疲
れ
切
っ
て
い
る
時
の「
気

分
転
換
」
は
疲
れ
を
増
し
、
逆

効
果
で
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
休
息
で
余
裕
が
で
き
た

ら
「
気
分
転
換
」
で
す
。
ま
ず

「
遊
ぶ
」
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

日
常
を
忘
れ
て
心
の
底
か
ら
楽

し
め
ば
ス
ト
レ
ス
は
減
る
で
し

ょ
う
。
例
え
ば
友
達
と
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
然
と
ふ

れ
あ
う
等
、
竹
田
市
の
豊
か
な

自
然
や
温
泉
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
存
分
に
利
用
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

女
性
に
と
っ
て
「
お
し
ゃ

べ
り
」
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
最

も
効
果
的
だ
そ
う
で
す
。
友
達

と
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
と
気
が

紛
れ
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う

が
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
話
題

に
す
る(

ぐ
ち
る)

と
日
常
を

忘
れ
る
ど
こ
ろ
か
ス
ト
レ
ス
が

増
強
さ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
け
酒
、
や
け
食
い
で
ス
ト

レ
ス
を
発
散
し
よ
う
と
す
る
と

逆
効
果
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
む
し
ろ
、
規
則
正
し
い
食

生
活
を
送
る
方
が
ス
ト
レ
ス
を

減
ら
す
に
は
良
い
よ
う
で
す
。

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

も
た
く
さ
ん
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
や
音
楽

鑑
賞
等
の
中
か
ら
自
分
に
あ
っ

た
も
の
で
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
も
良
い
と
思
い

ま
す
。

　

自
分
一
人
の
力
で
は
ど
う
に

も
な
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
が
高
じ

て
心
身
症
の
状
態
に
陥
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
そ
の
時
は
、

迷
わ
ず
に
専
門
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
後
も
社
会
は
複
雑
に
な
り

ス
ト
レ
ス
フ
ル
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
気
分
転
換
を
含
め

た
癒
し
の
需
要
は
増
え
て
い
く

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か

く
癒
し
に
は
好
条
件
が
整
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
竹
田
の
町

お
こ
し
に
使
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

(

竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　

  

整
形
外
科　

大
多
和　

聡)

 

４
月
１
日
か
ら

 

個
人
情
報
保
護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
！

　

近
年
、
経
済
・
社
会
の
情
報
化

の
進
展
に
伴
い
、
官
民
を
通
じ
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
大
量
の
個
人
情
報
が

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情

報
は
、
そ
の
性
質
上
い
っ
た
ん
誤

っ
た
取
扱
い
を
さ
れ
る
と
個
人
に

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
高
度
情

報
通
信
社
会
の
便
益
を
享
受
す
る

た
め
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
、
平

成
15
年
５
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ

た
個
人
情
報
保
護
法
が
平
成
17
年

４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま

す
。

Ｑ　

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

か
？

Ａ　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
個

人
情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
範
囲
内
で
個
人
情
報
を

取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
個
人

デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

と
は
原
則
禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
予
測
の
で
き
な
い
個
人

情
報
の
利
用
や
、
身
に
覚
え
の
な

い
事
業
者
等
へ
の
個
人
情
報
の
提

供
が
防
止
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

個
人
情
報
の
安
全
管
理
措
置
、
従

業
者
や
委
託
先
へ
の
監
督
な
ど
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
が
義
務
規
定
に

違
反
し
て
、
不
適
切
に
個
人
情
報

を
取
扱
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
事

業
を
所
管
す
る
主
務
大
臣
が
、
必

要
に
応
じ
て
事
業
者
に
対
し
勧

告
、
命
令
等
の
措
置
を
と
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
者
が
命
令

に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

消
費
者
は
こ
の
法
律
に
よ
り

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
？

Ａ　

個
人
情
報
の
本
人
は
、
個
人

情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
、
自

分
に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂

正
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
事
業
者
が
法
律
の
義
務
に
違

反
し
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て

い
る
時
は
、
そ
の
利
用
停
止
等
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
事
業
者
や
認

定
を
受
け
た
個
人
情
報
保
護
団
体

に
よ
る
苦
情
対
応
の
他
、
地
方
公

共
団
体
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

苦
情
相
談
窓
口
な
ど
で
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
、
法
律
の

規
定
を
遵
守
す
る
他
、
個
人
情
報

の
保
護
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
ご
自
分

の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
た
め

に
は
、
自
分
の
情
報
を
む
や
み
に

提
供
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

「
自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生

活
局
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

h
ttp://w

w
w
5.cao.g

o.jp/seik
a
tsu
/

k
o
jin
/in
d
ex
.h
tm
l
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市民の皆さんの声をお寄せください
　「みんなのひろば」では、市民の皆さんの市政や
日々の出来事についてのご意見・ご質問をはじめ、
イラストや写真を掲載します。〆切は毎月 10日で
す (10 日が土、日、祝日の場合は、前日の平日が〆
切です )。市民の皆さんの投稿をお待ちしています。
あて先：〒 878-8555　竹田市大字会々 1650 番地
　　　　竹田市役所企画情報課
　　　　広報たけた「みんなのひろば」係

みんなの
　　ひろば

↑志摩賢一さん

 

県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭

参
加
者
募
集
！

　

大
分
県
で
は
５
月
を
「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
」
月
間
と
し
て
、
県
民
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
毎
年
各
教
育
事
務
所
を

単
位
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
竹
田

教
育
事
務
所
管
内
で
は
今
年
度
、

次
の
４
種
目
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

種
目
・
期
日
・
会
場
・
参
加
対
象
・

参
加
料

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
５
月
８
日
㈰
・

　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
・
一

　

般
高
齢
者
・
１
人
２
０
０
円

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
５
月
22

　

日
㈰
・
大
原
フ
レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン

　

ド
・
ト
リ
ム
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の

　

部
・
１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

３
Ｂ
体
操
・
５
月
29
日
㈰
・
大
原

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
・
１
人

　

１
０
０
円

武
術
太
極
拳
・
５
月
29
日
㈰
・

　

竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
・
１
人

　

３
０
０
円

○
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
教
育
事
務
所

　

☎ 

 63‒

２
１
０
３

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　

課

　

☎ 

 63‒

４
８
１
７

 

お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
す

竹
田
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
面
接
・
電
話
相
談
】

　

竹
田
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
悩
み
の
ご
相
談
を
面
接
や
電

話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、

保
育
所
行
事
・
育
児
情
報
の
提
供

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
月
〜
金
曜

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

【
子
育
て
広
場
】

　

親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん

か
？

開
催
日　

月
２
回(
不
定
期)

　
　
　
　

10
時
〜
11
時

会　

場　

竹
田
保
育
所

●
申
込
み
・
相
談
先

　

竹
田
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

(

竹
田
市
立
竹
田
保
育
所
内)

　

☎ 

 63‒

１
０
８
０

平成16年4月お誕生日

　　

お
子
さ
ん
の
写
真
を

　

募
集
し
ま
す
！

　
「
す
く
す
く
１
歳
」
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
広
報
発
行
月
に
１
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
子
ど
も

さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
誕

生
月
の
前
月
の
10
日
ま
で
に
、

写
真
を
企
画
情
報
課
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
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図書館
から

4月の
お知らせ

 竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048

 荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2000 
　FAX 68-2057

 久住図書室
　TEL 76-0017
　FAX 76-0724

 直入図書室
　TEL 75-2240
　FAX 75-2231

〔一般の本〕
コイノカオリ　　　　　　　　　　　　角田　光代
草の輝き　　　　　　　　　　　　　　佐伯　一麦
虚　貌 ( 上・下 )　　　　　　　　　　　雫井　脩介
森がわたしを呼んでいる　　　　　　　赤川　次郎
「血脈」と私　　　　　　　　　　　　　佐藤　愛子
司馬遼太郎が考えたこと10　　　　　　司馬遼太郎
女優であること　　　　　　　　　　　関　　容子
白の咆哮　　　　　　　　　　　　　　朝倉　祐弥
その後の慶喜　　　　　　　　　　　　家近　良樹
一番やさしい株がわかる　　　　　　　大竹のり子
〔子どもの本〕
こすずめのぼうけん（大型えほん）　ルース・エインズワース
せんたくかあさん（大型えほん）　　　さとうわきこ
なんだ　なんだ（紙芝居）　　　　　　　古川　タク
わにわにのおふろ　　　　　　　　　　小風　ちさ
はたけのともだち　　　　　　　　　　田島　征三
　　　　　　　　　　　　ほか 80冊購入しました。
「おはなしルーム」
◆日時　4月 13日㈬　13：30～
◆場所　竹田市立図書館 ｢絵本のへや」

  図書館・図書室（竹田市立図書館、荻・久住・直入図書室）のご案内
　4月1日からコンピューターシステムによる図書館、図書室の運営が始まります。
　これまでと違い、図書の貸出を受ける場合は図書利用カードが必要です。この
カードは、それぞれの図書館、図書室で無料発行しています。貸出冊数は 10冊
まで、貸出期間は 15日間までとなります。また、竹田市の公式サイト (http://
www.city.taketa.oita.jp/)から蔵書(図書)情報が検索できるようになりました。
さらに、近くの図書館、図書室から他の図書館・図書室の本を借りることもでき
るようになりました。
　なお、休館日等は各図書館・図書室で異なりますので、詳しくはお近くの図書館・
図書室へお問い合わせください。

大分トリニータ戦にご招待します！
　大分トリニータの運営会社である㈱大分フットボールクラブでは、J1
リーグ参戦 3年目を迎える大分トリニータがビッグアイで行う公式戦に
市民の皆さんを招待します。
招待試合　5月 8日 ( 日 )14:00 ～　川崎フロンターレ戦
招 待 席　トリニータシート ( エリア自由席 )
招待対象　小・中学生及び高校生　　　  1,000 人
　　　　　一般 ( 同伴保護者・その他 )　1,000 人
　　　　　※申込み多数の場合は、抽選となります。
入 場 料　小・中学生及び高校生　　　 無　　料
　　　　　一般 ( 同伴保護者・その他 )　1,000 円
応募期間　4月 1日㈮～ 25日㈪
応募方法　往復ハガキに次の事項を記入の上、郵送してください。ハガ
　　　　　キ１枚で複数名の応募ができます。
記入事項
　住所・氏名・電話番号、小・中学生及び高校生は学校、学年
　後日、返信ハガキを当日引換券として返送します。また、試合当日に
　は招待事業用受付を別に設置します。
●申込み先　〒 870-0021　大分市府内町 1-6-21
　㈱大分フットボールクラブ　招待事業係　☎ 097-533-5657
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

郷土の植物
　　　　　　　　　　　　　　　阿孫　久見

 　第 1回

ダンコウバイ (クスノキ科 )

　

山
地
に
生
育
す
る
高
さ
４
〜
５

㍍
ほ
ど
の
雌し

ゆ
う
い
し
ゅ

雄
異
株
の
落
葉
低
木

で
す
。
樹
皮
は
暗
灰
色
で
す
が
、

若
い
枝
は
緑
色
で
枝
を
折
る
と
芳

香
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
い
互
生
の
葉
は
広
卵
円
形
で
、

長
さ
幅
と
も
に
10 

㌢
ほ
ど
で
、
先

が
３
つ
に
裂
け
た
全ぜ

ん
え
ん縁
で
独
特
の

形
を
し
て
い
ま
す
。
表
面
は
深
緑

で
裏
面
は
緑
白
色
で
す
。

　

ま
だ
風
が
冷
た
い
早
春
の
頃
、

葉
の
芽
吹
き
に
先
立
っ
て
鮮
や
か

な
黄
金
色(

写
真
は
雄
花)

の
径
６

㍉
ほ
ど
の
小
さ
な
６
弁
花
を
枝
に

く
っ
つ
く
よ
う
に
数
個
ま
る
め
て

咲
か
せ
ま
す
。

　

壇だ
ん
こ
う
ば
い

香
梅
の
名
は
ロ
ウ
バ
イ
の
１

品
種
か
ら
転
用
し
た
と
い
わ
れ
、

黄
色
の
花
が
咲
く
の
で
鬱う

こ
ん
ば
な

金
花
の

別
名
も
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
・
祖
母
両

山
系
の
標
高
約
７
０
０
㍍
以
上
の

明
る
く
開
け
た
落
葉
樹
林
内
や
林

縁
、
沢
沿
い
な
ど
で
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
３
月
で
す
。

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
５
月
20
日
ま
で
で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
労
働
保
険
（
労

災
保
険
と
雇
用
保
険
）
の
年
度
更

新
手
続
き
は
、
４
月
１
日
か
ら
５

月
20
日
ま
で
で
す
。

　

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
に
は
、「
労
働
保
険
概
算
・
確

定
申
告
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

　

徴
収
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

７
０
９
５

 

求 

人

◇
土
木
技
術
者
１
名
年
齢
不
問

20
・
８
万
◇
配
管
技
師
１
名
18
〜

40
才
12
・
５
〜
20
万
◇
看
護
師
３

名
年
齢
不
問
19
〜
29
・
６
万
◇
歯

科
衛
生
士
１
名
18
〜
40
才
15
〜
18

万
◇
フ
ロ
ン
ト
１
名
年
齢
不
問

12
・
１
万
◇
事
務
員
１
名
年
齢

不
問
12
〜
14
万
◇
厨
房
係
３
名
50

才
以
下
14
〜
20
万
◇
販
売
員
１
名

年
齢
不
問
12
・
３
万
◇
営
業
員

３
名
年
齢
不
問
12
万
◇
接
客
清

掃
２
名
30
〜
50
才
12
・
１
〜
14
万

◇
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
１
名
40
才

以
下
15
万
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
１

名
年
齢
不
問
13
・
５
〜
15
・
５
万

◇
ダ
ン
プ
運
転
手
１
名
年
齢
不

問
18
・
４
〜
25
万
◇
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
１
名
30
〜
40
才
18
〜
25
万
／

縫
製
工
１
名
年
齢
不
問
11
万
◇

製
材
工
１
名
年
齢
不
問
11
・
５

〜
18
・
１
万
◇
土
木
作
業
員
２
名

年
齢
不
問
15
・
４
万
◇
重
機
運
転

手
１
名
年
齢
不
問
20
〜
25
万
◇
園

芸
作
業
員
１
名
年
齢
不
問
13
〜
17

万
／
養
鶏
作
業
員
２
名
年
齢
不

問
13
・
５
万
／
建
築
大
工
１
名
年

齢
不
問
12
・
５
〜
32
・
５
万
◇
准

看
護
師
３
名
年
齢
不
問
16
・
１
〜

23
・
９
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を

訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
か

ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

広
報
た
け
た

▽
旧
竹
田
市
の
広
報
担
当
か
ら
、

新
竹
田
市
の
広
報
担
当
に
な
り
ま

し
た
企
画
情
報
課
の
吉
野
秀
樹
と

申
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
歩

み
な
が
ら
、
広
報
た
け
た
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
新
市
の
広
報
誌
と
し
て
、
旧

１
市
３
町
の
広
報
誌
や
趣
味
の
本

を
参
考
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
掲
載
を
終

了
し
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

「
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
？
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

E-m
ail:yoshinoh@

city.taketa.lg.jp 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
野
）

編

集

後

記

 

ご
寄
付
の
コ
ー
ナ
ー
の
終
了
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
自
治
体
、
自
治
会
、
学
校
、
福
祉
施
設
等

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
の
ご
寄
付
等
に
つ
い
て
、
旧
竹
田
市
で

は
「
善
意
の
灯
」、
旧
荻
町
で
は
不
定
期
に
、
旧
久
住
町
で
は
「
告

知
板
」、
旧
直
入
町
で
は
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て

広
く
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
市
の
誕
生
に
伴
い
掲

載
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
市
民
の
方
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



❶ 平成17年4月発行

【日　時】 平成17年4月3日（日）　
　　　　　14：00開場　14：30開演
【会　場】 くじゅうサンホール
【主　催】 TAOふるさと公演実行委員会
【後　援】 竹田市／荻町／久住町／直入町／
　　　　　久住町教育委員会／久住高原観光協会
　　　　　久住町文化協会／大分合同新聞社／
　　　　　エフエム大分
【入場料】 大人2,000円　小人1,000円　
　　　 　（当日500円 up）
　　　　 ※小人は4歳～中学生までです。

新「竹田市」誕生記念
TAOふるさと公演

情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

日時　4月3日㈰　※雨天中止
主催　竹田市・竹田市観光協会
大名行列　11:00 出発　※雨天中止
　行　程　竹田温泉花水月～古町～広瀬神社～岡城跡～武
　　　　　家屋敷通り～上町～商工会館
協賛行事　ゲートボール大会、奥豊後俳句大会、フリーマーケット、
　　　　　岡の里手造り甲冑展、表千家大分県同門会月釜他
交通規制　9:00 ～ 16:00　岡城駐車場三叉路～川野組前交差点→
　　　　　一方通行
シャトルバス　9:30 ～ 16:30　豊後竹田駅→竹田直入地方振興局
　　　　　→岡城駐車場→本町→豊後竹田駅
●お問い合せ　竹田市観光協会　☎ 63-2638
　　　　　　　商 工 観 光 課　☎ 63-4807

新「竹田市」誕生記念
　　TAOふるさと公演
日時　4月3日㈰
　　　　14:00 開場　14:30 開演
会　場　くじゅうサンホール
主　催　TAOふるさと公演実行委員会
入場料　大人 2,000 円　小人 1,000 円　
　　　　（当日 500 円 UP）
　　　　※小人は4歳から中学生までです。
●お問い合せ
　久住町中央公民館　☎ 76-0717

 

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

　

歴
史
資
料
館
は
開
館
以
来
、
竹
田
直
入
地
域

の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
資
料
収
集
・
展
示
を

行
い
、
学
び
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

竹
田
市
は
、
歴
史
・
美
術
・
音
楽
・
文
学
・
自

然
史
等
、
豊
か
な
文
化
資
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
常
設
展
示
】

館
蔵
品
に
よ
る
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅱ

「【
美
術
】美
術
資
料
に
見
る
田
能
村
竹
田
と
竹
田
」

　

３
月
11
日
㈮
〜
５
月
19
日
㈭

　

当
館
所
蔵
史
料
か
ら
、
田
能
村
竹
田
の
人
物

　

像
を
紹
介
し
ま
す
。
南
画
家
に
留
ま
ら
な
い

　

田
能
村
竹
田
の
足
跡
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

『
奥
豊
後
竹
田
の
四
季
写
真
展
・
会
員
作
品
展
』

　

〜
４
月
10
日
㈰

　

竹
田
の
四
季
の
写
真
や
、
会
員
の
自
由
作
品

　

約
60
点
を
展
示
。　
　
　

■
写
団
ち
く
で
ん

『
春
の
盆
栽
展
』

　

４
月
12
日
㈫
午
後
〜
４
月
14
日
㈭

　

松
、
楓
、
モ
ミ
ジ
、
そ
の
他
、
丹
精
こ
め
た

　

盆
栽
約
50
点
を
展
示
。　
　

■
竹
田
盆
栽
会

フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅸ
・
工
藤
敬
一
写
真
展

『
う
し
ろ
姿
Ⅱ
』

　

４
月
16
日
㈯
〜
５
月
１
日
㈰

　

竹
田
に
生
き
る
人
々
の
日
常
の
生
活
を
後
ろ

　

姿
等
で
カ
メ
ラ
を
通
し
て
表
現
し
た
作
品
約

　

50
点
を
展
示
。　
　
　
　
　
　

■
工
藤
敬
一



たけたん情報 平成17年4月号 ❷

４
月
の
お
し
ら
せ

　募
　
集

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
（
世
帯
向
け
、単
身
者
向
け
）

補
欠
入
居
者
募
集

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
９
月
30

日
ま
で
に
、
標
記
住
宅
が
空
き
家
に
な
っ
た
場

合
の
補
欠
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格
　
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
で
、

　
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

決
定
方
法
　
書
類
審
査
及
び
実
態
調
査
を
行
い
、

　
適
格
者
は
公
開
抽
選
に
よ
り
補
欠
入
居
者
と

　
入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

有
効
期
間
　
平
成
17
年
９
月
30
日
㈮
ま
で

申
込
期
限
　
平
成
17
年
４
月
20
日
㈬

抽
選
日
時
　
平
成
17
年
４
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　
９
時
30
分

抽
選
場
所

　
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
市
本
庁
舎
産
業
建
設
部
建
設
課
庶
務
係

　
　
☎
63
─４
８
０
８

　
荻
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　
　
☎
 68
─２
２
１
１

　
久
住
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　
　
☎
76
─１
１
１
１

　
直
入
総
合
支
所
建
設
課
住
宅
庶
務
担
当

　
　
☎
 75
─２
２
１
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

奉
仕
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
保
険
制
度
で

す
。

加
入
資
格
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
奉
仕
活
動
を

　
行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

保
険
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
生
涯
学
習
課
　
☎
63
─４
８
１
７

竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

赤
十
字
奉
仕
団
団
員
募
集

　「
竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字
奉
仕
団
」

は
、
今
年
も
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
人
道
・
博
愛

の
精
神
の
も
と
、
人
道
的
な
諸
活
動
を
実
践
し

よ
う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　「
竹
田
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
赤
十
字
奉
仕
団
」

は
過
去
の
災
害
を
教
訓
に
組
織
さ
れ
、
16
年
目

を
迎
え
ま
す
。
災
害
や
遭
難
な
ど
緊
急
時
に
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
を
持
っ
た
奉
仕
団
員

が
無
線
を
通
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
取
得
に
つ

い
て
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
団
長
今
村
善
次

　
☎
62
─２
６
５
６

「
お
お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ
ア
大
学
」

受
講
生
募
集

　
大
分
県
教
育
委
員
会
で
は
、平
成
17
年
度
「
お

お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ
ア
大
学
」
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
20
日
㈬
〜
５
月
31
日
㈫

講
座
内
容
　
お
お
い
た
の
自
然
や
文
化
、
現

　
代
的
な
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学

　
講
座
」
11
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
自
宅

　
で
学
習
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
」、

　
県
民
が
講
師
と
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
様
々
な
内

　
容
を
学
ぶ
「
県
民
自
主
企
画
講
座
」、
地
域

　
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
優
し
く
学
ぶ
「
地
域
づ
く

　
り
人
材
育
成
講
座
」
等
、
原
則
月
１
回
の
学

　
習
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　「
お
お
い
た
県
民
ア
カ
デ
ミ
ア
大
学
」
事
務

　
局
　
〒
８
７
４
─
０
９
０
３
　
別
府
市
野
口

　
原
３
０
３
０
─
１
　
大
分
県
立
生
涯
教
育
セ

　
ン
タ
ー
内

　
☎
０
９
７
７
─22
─７
７
６
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
７
─26
─４
５
６
４

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
以
下
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
は
、
幅
広
い
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
相
互
理

解
を
図
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進

さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く
海
外

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
17
年
度
春
募
集
よ
り
派
遣
期
間

が
数
週
間
か
ら
１
年
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
短
期

派
遣
制
度
」
を
新
設
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
10
日
㈰
〜
５
月
20
日
㈮

※
短
期
派
遣

　
３
月
28
日
㈪
〜
５
月
７
日
㈯

募
集
職
種

　
農
林
水
産
・
保
健
等

応
募
資
格

　
青
年
海
外
協
力
隊
：
満
20
歳
か
ら

　
満
39
歳
（
平
成
17
年
５
月
20
日
現
在
）
ま
で

　
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

　
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
満
40
歳
か
ら

区分 Ａ B C D AC AW

対 象 者

子 ど も の
グ ル ー プ
文化・ボラ
ン テ ィ ア
グ ル ー プ

老　　人
ク ラ ブ

成 人 の
スポーツ

特 殊 な
スポーツ

子 ど も の
団体指導者

中学生以下のグループ
( 個人練習・個人活動
を含む )

団体活動中 個人練習中
掛　　金 500 円 800 円 1,500 円 9,000 円 1,000 円 1,050 円
死　　亡 2,000 万円 600 万円 2,000 万円 500 万円 1,000 万円 2,100 万円 100 万円
後遺障害 3,000 万円 900 万円 3,000 万円 750 万円 1,500 万円 3,150 万円 150 万円
入　　院 4,000 円 1,800 円 4,000 円 1,800 円 2,500 円 5,000 円 1,000 円
通　　院 1,500 円 1,000 円 1,500 円 1,000 円 1,000 円 2,000 円 500 円

賠償責任
身体賠償 1人 1億円・1事故 5億円 ( 免責 1,000 円 )
財物賠償 500 万円 ( 免責 1,000 円 )

左記保証
に 1事故
500 万円
を加算　

1事故500
万円　　
( 免責　
1,000 円 )

突 然 死 突然死に対し 160 万円の共済見舞金 対象外
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書式図

　

69
歳（
派
遣
時
）ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
書
類
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青

　

年
海
外
協
力
隊
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ラ
ザ

　

☎
０
１
２
０
─32
─５
９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ

　

ヤ
ル
、
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
30
分
〜
17
時

　

30
分
）

　

公
式
サ
イ
ト　

h
ttp
://w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

小
学
生
か
ら
大
人
の
た
め
の
国
際
交
流

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

　

文
部
科
学
省
所
管
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
夏
休

み
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
体
験
等
を
通
じ
て

生
き
る
力
と
国
際
性
を
養
い
、
自
分
の
世
界
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
、
サ
イ
パ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー　

他

主
な
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、
英

　

語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
野
外
活
動

　

体
験
（
キ
ャ
ン
プ
）

対　

象　

小
学
３
年
生
〜
大
人

定　

員　

各
事
業
に
つ
き
15
〜
35
人

期　

間　

８
〜
21
日
間

参
加
費　

13
〜
48
万
円

申
込
〆
切　

・
サ
イ
パ
ン　

６
月
８
日

　

・
そ
の
他
の
事
業　
　
　

６
月
15
日

●
お
問
い
合
せ
・
資
料
請
求

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０
─０
０
０
４　

東
京
都
新
宿
区
２
─11

　

大
村
ビ
ル
３
階　

☎
03
─３
３
５
９
─８
４
２
１

　

Ｅ
メ
ー
ル  in
fo
@
k
sk
k
.o
r.jp

平
成
18
年
歌
会
始
の
詠
進
歌
募
集

◇
平
成
18
年
歌
会
始
の
お
題「
笑
み
」

※
お
題
は
「
笑
み
」
で
す
が
、「
笑
」
の
文
字

　

を
使
用
し
て
い
れ
ば
よ
く
、
言
葉
の
成
り
立

　

ち
は
異
に
し
ま
す
が
、「
笑
ひ
」
も
差
し
支

　

え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

　

で
１
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

　

ま
す
。

②
用
紙
は
半
紙（
習
字
用
の
半
紙
）と
し
、
毛
筆

　

で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か

　

ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙
は　

随
意
と
し
、

　

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

③
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
自
筆
で
き
な
い

　

場
合

　

ア　

代
筆
に
よ
る
。
別
紙
に
代
筆
の
理
由
、

　
　

代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
書
い
て
詠
進

　
　

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

イ　

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
し
て

　
　

印
字
す
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器

　
　

を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進

　
　

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

  

ウ　

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し
て

　
　

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

④
書
式
は
、
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

　

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

　

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ

　

り
が
な
つ
き
）、生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る

　

べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ

　

さ
い
（
書
式
図
参
照
）。

※
注
意
事
項　

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失

　

格
に
な
り
ま
す
。

　

⑴
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

　

⑵
１
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

　

⑶
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一

　
　

又
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

　

⑷
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、

　
　

新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状

　
　

等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

　

⑸
詠
進
要
領
の
③
に
記
し
た
、
代
筆
の
理
由

　
　

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め

　
　

ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

　

⑹
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書
い

　
　

て
い
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領

　
　

に
よ
ら
な
い
場
合

◇
詠
進
の
期
間　

お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30

　

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
９

　

月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

◇
郵
便
の
あ
て
先　

　

「
〒
１
０
０
─
８
１
１
１　

宮
内
庁
」
と
し
、

　

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

　

い
。
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
差

　

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

※
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、直
接
、宮
内
庁
式
部

　

職
あ
て
に
、郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

　

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、９
月

　

20
日
ま
で
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
公
式
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.k
u
n
a
ic
h
o
.g
o
.jp
/1
2
/d
1
2
-

0
3
.h
tm
l

お
題
「
笑
み
」

      

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

  

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

     

…
…
（
山
折
り
）
…
…

  

〒
住　
　

所

　

電
話
番
号

　

氏　
　

名

　

生
年
月
日

　

職　
　

業

　

イ
ベ
ン
ト

第
24
回
国
東
半
島
一
周
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
国
東
」
参
加
者
募
集
！

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
位
置
す
る
『
み
仏
の

里
』
国
東
半
島
活
性
化
の
一
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
国
東
」
を
開

催
し
ま
す
。

日　

程

５
月
２
日
㈪　

14
時
〜
18
時
30
分　

受
付　
　

　
　

３
日
㈷　

７
時
〜
８
時　
　

受　

付

　
　
　

８
時
20
分
〜
８
時
40
分　

開
会
式

　
　
　

９
時
〜
17
時　
　
　
　
　

競　

技

種　

目

Ａ
国
東
半
島
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン　

１
６
０
㎞

Ｂ
国
東
半
島
満
喫
コ
ー
ス　
　
　
　

１
２
０
㎞

Ｃ
国
東
半
島
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス　
　
　
　

60
㎞

Ｄ
城
下
町
散
策
コ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　

30
㎞

※
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
参
加
者
で
希
望
す
る
人
は
５

　

 

㎞
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す（
申
込
先
着
１
０
０
人
）。

競
技
方
法　

指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
、
交
通
法

　

規
を
守
り
制
限
時
間
内
で
完
走
す
る
こ
と
。

募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
５
０
０
人
程
度

参

加

料　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス　

６
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

Ｃ
コ
ー
ス　
　
　

５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

Ｄ
コ
ー
ス　
　
　

３
、０
０
０
円

※
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
参
加
者　
　

６
、５
０
０
円

※
Ｊ
Ｃ
Ａ
会
員
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
参
加
料
は
１
、
０
０
０
円
上
乗
せ
さ
れ

　

ま
す
。

参
加
資
格　

15
才
以
上
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好

　

者（
た
だ
し
、
保
護
者
・
引
率
者
同
伴
の
場

　

合
は
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。
18
歳
未
満

　

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

申

込

み　

所
定
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
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て
郵
便
振
替
か
現
金
書
留
で
郵
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
。

（
郵
便
振
替
）　

０
１
９
４
０‒

１‒

２
８
０
６

（
加
入
者
名
）　

ツ
ー
ル
・
ド
・
国
東

申
込
〆
切
日　

４
月
15
日
㈮

※
〆
切
日
以
降
の
申
込
み
は
当
日
扱
い
と
な
り

　

ま
す
。　

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
国
東
実
行
委
員
会

　

〒
８
７
３‒

０
０
０
２　

大
分
県
杵
築
市
宗

　

近　

㈲
総
合
企
画
ま
さ
ご
内

　

☎
０
９
７
８‒

63‒

１
３
０
０

　

U
R
L
 h
ttp
://w
w
w
3
.to
/tu
red
ek
u
n
isak
i/

　

Ｅ
メ
ー
ルm

asag
o
4
1
@
p
ro
o
f.o
cn
.n
e.jp

第
27
回
大
分
合
同
新
聞
社
旗
争
奪
竹

田
市
町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

大
会
期
間　

５
月
17
日
㈫
〜

　

開
会
式　

18
時
30
分
〜　

試
合
19
時
〜

大
会
会
場

　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈮

参

加

料　

１
チ
ー
ム
８
、０
０
０
円

組
合
せ
抽
選
会　

４
月
25
日
㈪　

　

中
央
公
民
館
集
会
室

そ

の

他　

約
１
か
月
を
か
け
て
、
リ
ー
グ
形

　

式
で
勝
敗
を
競
い
ま
す
。優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
　

　

８
月
末
に
行
わ
れ
る
中
央
大
会
へ
の
出
場
権

　

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

総
合
運
動
公
園
内
は
禁
煙
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７

　

竹
田
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
シ
グ
マ
デ

　

ザ
イ
ン
内
）　

☎
62‒

４
０
４
０

　

農
林
業

イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
補
助
事
業

　

平
成
17
年
度
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

補
助
金
（
イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
）
に
つ
い
て
、
今

年
度
イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
を
新
規
に
設
置
す
る
計

画
の
あ
る
人
は
、
４
月
15
日
㈮
〜
28
日
㈭
の
間

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
旧
竹
田
市
在
住
の
人

は
本
庁
農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係
、
旧
直
入
郡

在
住
の
人
は
各
総
合
支
所
産
業
課
林
業
振
興
担

当
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り

ま
す
の
で
、
昨
年
度
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な

い
人
を
優
先
的
に
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象

　

電
気
柵
延
長
５
０
０
㍍
以
上
１
、０
０
０
㍍

　

未
満
で
１
セ
ッ
ト
６
０
、０
０
０
円
以
上
の

　

も
の
。

※
１
セ
ッ
ト
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
線
、
ポ
ー
ル

　

等
一
式
で
新
規
購
入
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

補
助
率

　

標
準
経
費
６
０
、０
０
０
円
の
⅔
以
内

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

本
庁
農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係

　

☎
63‒

４
８
０
５
（
又
は
、
各
総
合
支
所
林

　

業
振
興
担
当
）

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

　

県
内
で
は
現
在
ま
で
に
養
殖
場
等
で
15
件
、

天
然
水
域
で
は
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

水
温
上
昇
期
を
迎
え
、
再
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
当
面
の
間
、
河
川
等
へ

の
コ
イ
放
流
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

個
人
池
及
び
河
川
等
に
お
い
て
コ
イ
の
大
量
死

等
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迅
速
な
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先　

本
庁
農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係

　

☎
63‒

４
８
０
５　

又
は
各
支
所
林
業
振
興

　

担
当

　

竹
田
直
入
地
方
振
興
局
林
業
課

　

☎
63‒

１
１
７
４

　

保
健
衛
生

海
外
に
犬
を
連
れ
て
い
く
人
へ

　

海
外
に
犬
を
連
れ
て
い
き
、
６
月
７
日
以
降

に
帰
国
す
る
人
で
指
定
さ
れ
た
地
域
以
外
か
ら

帰
国
す
る
予
定
の
人
は
、
犬
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に

適
合
し
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
個
体

識
別
し
た
上
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装

着
前
に
予
防
注
射
を
受
け
て
も
有
効
と
見
な
さ

れ
ず
、
１
８
０
日
間
の
係
留
期
間
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

農
林
水
産
省
動
物
検
疫
所　

　

☎
０
４
５‒

７
５
１‒

５
９
２
１

　

U
R
L
 h
ttp
://w
w
w
.m
a
ff-a
q
s.g
o
.jp
/

　

福　

祉

寡
婦
医
療
費
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

　

寡
婦
の
人
が
保
険
給
付
に
対
し
て
支
払
っ
た

一
部
負
担
額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
認

定
を
受
け
た
人
は
、
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

か
つ
て
、
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と

　

し
て
、
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
た
こ

　

と
の
あ
る
60
歳
以
上
70
歳
未
満
の
女
性
で
、

　

現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
人
か
つ
一
人
暮
ら
し

　

で
、
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の　

か
つ
て
母
子
だ
っ
た
こ

　

と
が
わ
か
る
戸
籍
謄
本
１
通
、
健
康
保
険
証
、

　

平
成
15
年
１
月
１
日
に
旧
竹
田
市
・
荻
町
・

　

久
住
町
・
直
入
町
に
住
民
票
が
な
か
っ
た
人

　

は
非
課
税
証
明
書

●
お
問
い
合
せ　

市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所　

　

児
童
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

生
活
情
報

商
品
先
物
取
引
の
契
約
に
ご
注
意
！

　

「
と
て
も
有
利
な
利
殖
の
話
が
あ
る
」
と
電

話
が
あ
り
業
者
が
訪
れ
、「
原
油
が
値
上
が
り

し
て
お
り
こ
れ
か
ら
上
が
る
」
の
言
葉
を
信

用
し
て
石
油
の
商
品
先
物
取
引
を
契
約
し
た

が
、
２
週
間
で
か
な
り
の
金
額
を
つ
ぎ
込
む
は

め
に
な
っ
た
。
や
め
た
い
と
申
し
出
て
も
「
今

や
め
る
と
損
で
す
よ
」
と
言
っ
て
や
め
さ
せ
て

く
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

  

商
品
先
物
取
引
は
、
将
来
の
一
定
時
期
に
商

品
を
受
け
渡
し
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
そ
の

価
格
を
現
時
点
で
決
め
る
取
引
で
、
知
識
に
乏

し
い
人
が
参
加
す
る
に
は
き
わ
め
て
ハ
イ
リ
ス

ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
な
商
品
取
引
で
す
。
利
殖

に
目
を
奪
わ
れ
、
商
品
先
物
取
引
の
仕
組
み
や

契
約
内
容
を
十
分
理
解
し
な
い
で
契
約
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
危
険
で
す
。

☆
早
め
の
ご
相
談
を
！

　

金
融
商
品
の
内
容
に
疑
問
を
持
た
れ
た
人
や

金
融
商
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
て
い

る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
次
の
相
談
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
相
談
】
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

　

共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

０
９
９
９

【
貸
金
業
関
係
相
談
】
大
分
県
商
工
労
働
部　

商
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工
労
働
企
画
課
経
営
金
融
支
援
室
金
融
融
資

　

担
当　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　

（
内
線
３
２
２
７
）

【
竹
田
市
相
談
窓
口
】
竹
田
市
商
工
観
光
課

　

☎
63‒

４
８
０
７

　

年　

金

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

平
成
17
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ

た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を

受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
を
対
象
と
し
た
福
祉

的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

対

象

者

○
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

　

対
象
だ
っ
た
学
生

○
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

　

対
象
だ
っ
た
被
用
者
（
厚
生
年
金
・
共
済
組

　

合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
、２
級
相
当
の
障
害
に
該
当
す

る
人

支

給

額

　

１
級
：
月
額
５
万
円
（
２
級
の
１
・
25
倍
）

　

２
級
：
月
額
４
万
円

※
支
給
額
は
、
毎
年
度
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
が

　

あ
り
ま
す
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
老
齢
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
支

　

給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
支
払
は
、
年
６
回
偶
数
月
で
す
。（
初
回
支

　

払
等
特
別
な
場
合
は
、
奇
数
月
に
支
払
を
行

　

う
場
合
が
あ
り
ま
す
）
ま
た
、
請
求
の
あ
っ

　

た
翌
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

請
求
窓
口

　

請
求
の
窓
口
は
、
市
民
福
祉
部
市
民
課
年
金

　

係
又
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
す
。

　

障
害
認
定
等
の
審
査
、
支
給
事
務
は
社
会
保

　

険
事
務
局（
社
会
保
険
庁
）が
行
い
ま
す
。　

　

個
々
の
ケ
ー
ス
に
も
よ
り
ま
す
が
、
支
給
決

　

定
ま
で
数
か
月
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
務
開
始
日　

平
成
17
年
４
月
１
日

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

　

教　

育

大
学
奨
学
生
募
集

　

㈶
大
分
県
奨
学
会
は
、
平
成
17
年
度
大
学
奨

学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
一
般
奨
学
金

　

募
集
人
員　

１
年
生　

約
１
２
０
人

　

貸
与
金
額

　

自　

宅　

３
２
、０
０
０
〜
３
８
、０
０
０
円

　

自
宅
外　

３
８
、０
０
０
〜
４
３
、０
０
０
円

■
伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨
学
金

　

募
集
人
員　

１
年
生　

５
人　
　
　
　

　

貸
与
金
額

　

自　

宅　

４
４
、０
０
０
〜
５
３
、０
０
０
円

　

自
宅
外　

５
０
、０
０
０
〜
６
３
、０
０
０
円

貸
与
期
間（
共
通
）　

平
成
17
年
４
月
か
ら
在
学

　

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
学
業
成
績
が
著
し
く
低
下
し
た
場

　

合
ま
た
は
所
得
が
著
し
く
増
加
し
た
場
合
は

　

貸
与
を
う
ち
切
る
場
合
が
あ
る
。

出
願
資
格　

日
本
国
民
で
あ
っ
て
平
成
17
年
４

　

月
か
ら
起
算
し
て
過
去
５
年
以
上
大
分
県
内

　

に
住
所
を
有
す
る
人
の
子
弟
で
、
学
校
教
育

　

法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
短
期
大
学

　

に
在
学
し
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経
済
的

　

理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人
。
た
だ
し
、
他

　

の
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
が
決
定
し
て
い
る

　

人
は
除
き
ま
す
。

出
願
〆
切　

４
月
20
日
㈬　

消
印
有
効

※
募
集
要
項
は
高
校
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
又
は
お
問
い
合
せ　

大
分
県
教
育
庁

　

高
校
教
育
課
内　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
３　

大
分
市
府
内
町
３‒

　

10‒

１　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１　

　

（
内
線
５
６
２
１
）

　

試　

験

平
成
17
年
度
大
分
県
警
察
採
用
試
験

■
警
察
官
Ａ
試
験
（
大
学
卒
）

　

公
募
数　

一
般
63
人　

武
道（
柔
術
）２
人

　
　

武
道（
剣
道
）２
人　

一
般（
女
性
）３
人

　

第
１
次
試
験　

５
月
22
日
㈰

　

申
込
期
間　

４
月
７
日
㈭
〜
４
月
26
日
㈫

　

受
験
年
齢　

30
歳
ま
で
の
人

　
　
　
　
　
　

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）

■
大
分
県
職
員
上
級
試
験

　

公
募
数　

警
察
事
務
７
人

　

第
１
次
試
験　

６
月
26
日
㈰

　

申
込
期
間　

５
月
12
日
㈭
〜
31
日
㈫

　

受
験
年
齢　

21
歳
〜
28
歳
ま
で
の
人

　
　
　
　
　
　

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
警
察
署
総
務
課

　

☎
０
９
７
４‒

63‒

２
１
３
１

　
新「
竹
田
市
」
職
員
の
人
事
異
動

           　
　
　

   (　

)

内
は
旧
市
所
属
職
名

      　
　
　

  

【
平
成
17
年
４
月
１
日
付
異
動
】

 

総
務
企
画
部

総　

務　

課

■
一　
　

般

▽
事
務
吏
員(

竹
田
広
域
消
防
署
通
信
兼
予
防

課
危
険
物
係
副
主
幹)

山
村
俊
治

 

市
民
福
祉
部

環
境
衛
生
課

■
課
長
補
佐

▽
環
境
衛
生
課
長
補
佐
兼
衛
生
施
設
係
長
・
技

術
吏
員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
次
長
兼

衛
生
セ
ン
タ
ー
場
長)

本
田
二
雄

■
係　
　

長

▽
環
境
衛
生
課
清
掃
施
設
係
長
・
技
術
吏
員(

竹

田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
清
掃
セ
ン
タ
ー
場
長)

野
村
長
太
郎

■
一　
　

般

▽
技
術
吏
員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
衛

生
セ
ン
タ
ー
副
場
長)

齋
藤
徳
三
▽
事
務
吏
員

(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
施
設
係
長)

河
野

馨
▽
技
術
吏
員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局

清
掃
セ
ン
タ
ー
副
場
長)

吉
良
俊
秀
▽
技
術
吏

員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
副
主
幹)

堀
祐

二
▽
技
術
吏
員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局

副
主
幹)

後
藤
治
一
郎
▽
技
術
吏
員(

竹
田
直
入

広
域
連
合
事
務
局
副
主
幹)

阿
南
隆
一
▽
技
術
吏

員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
副
主
幹)

富
高

克
美
▽
技
術
吏
員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務

局
副
主
幹)

深
田
徹
▽
事
務
吏
員(

竹
田
直
入
広

域
連
合
事
務
局
副
主
幹)

佐
藤
錦
也
▽
技
術
吏

員(

竹
田
直
入
広
域
連
合
事
務
局
主
査)

大
久
保

正
光
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竹
田
市
消
防
本
部

▽
次
長
・
司
令
長(

次
長)

森
照
王

庶

務

課

▽
庶
務
課
長
・
司
令(

庶
務
課
長)

後
藤
和
博
▽

庶
務
係
長
・
司
令
補(
庶
務
係
長)

工
藤
俊
一
▽

経
理
係
長
・
司
令
補(
経
理
係
長)

児
玉
淳
一

予

防

課

▽
予
防
課
長
兼
危
険
物
係
長
・
司
令(

予
防
課

長
兼
危
険
物
係
長)

佐
々
木
英
二
▽
予
防
課
長

補
佐
兼
予
防
係
長
・
司
令(

予
防
課
長
補
佐
兼

予
防
係
長)

渡
辺
広
志

警

防

課

▽
警
防
課
長
＝
署
長
兼
任
▽
警
防
係
長
・
司
令

補(

警
防
係
長)

首
藤
法
文

竹
田
市
消
防
署

▽
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
・
司
令(

消

防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長)

白
井
幸
光

通
信
・
消
防
係

▽
当
直
司
令
兼
通
信
司
令
・
司
令(

当
直
司
令

兼
通
信
司
令)

田
原
俊
武
▽
当
直
副
司
令
兼
通

信
第
１
係
長
・
司
令
補(

当
直
副
司
令
兼
通
信

第
１
係
長)

阿
南
文
男
▽
通
信
第
２
係
長
・
司

令
補(

調
査
係
長)

河
辺
和
義
▽
予
防
指
導
係

長
・
司
令
補(

予
防
指
導
係
長)

阿
南
陸
男
▽
荻

分
駐
所
係
長
兼
通
信
係
・
司
令
補(

荻
分
駐
所

係
長(

兼
救
急
第
３
係
長)

斉
藤
正
憲
▽
消
防
係

長
兼
指
導
係
長
・
司
令
補(

装
備
第
２
係
長)

田

北
栄
治
▽
通
信
係
副
主
幹
・
司
令
補(

通
信
兼

警
防
課
副
主
幹)

那
須
誠
一
▽
通
信
係
兼
予
防

係
副
主
幹
・
司
令
補(

救
急
隊
兼
予
防
課
予
防

係
副
主
幹)

木
田
寛
▽
通
信
係
主
査
・
副
士
長

(

久
住
分
署
兼
予
防
課
予
防
係
主
査)

後
藤
章
八

調
査
・
装
備
係

▽
当
直
司
令
・
司
令(

当
直
司
令)

山
室
善
則
▽

当
直
副
司
令
兼
装
備
第
１
係
長
・
司
令
補(

当

直
副
司
令
兼
装
備
第
１
係
長)

吉
野
孝
正
▽
調

査
第
１
係
長
・
司
令
補(

消
防
係
長
兼
指
導
係

長)

浅
倉
彰
一
▽
装
備
第
２
係
長
・
司
令
補(

通

信
第
２
係
長)

佐
藤
幸
人

救
急
・
救
助
係

▽
当
直
司
令
・
司
令(

当
直
司
令)

見
増
正
幸
▽

救
助
第
１
係
長
・
司
令
補(

緒
方
分
署
副
分
署

長)

秦
孝
一
▽
救
助
第
２
係
長
・
司
令
補(

救
助

第
２
係
長)

佐
藤
一
喜
▽
救
助
係
副
主
幹
・
司

令
補(

救
助
隊
兼
庶
務
課
庶
務
係
副
主
幹)

渡
辺

秀
夫
▽
救
助
係
兼
調
査
係
副
主
幹 

任
消
防
司

令
補
・
士
長(

救
助
隊
兼
警
防
課
調
査
係
副
主

幹)

工
藤
忠
孝
▽
救
助
係
兼
消
防
係
主
査 

任
消

防
士
長
・
副
士
長(

庶
務
課
付(

大
分
県
消
防
防

災
航
空
隊
派
遣))

中
村
良
太
▽
救
助
係
兼
装
備

係
主
任
・
副
士
長(

通
信
兼
警
防
課
装
備
係
主

任)
後
藤
幸
浩
▽
救
助
係
兼
消
防
係
主
任
・
副

士
長(
緒
方
分
署
兼
警
防
課
警
防
係
主
事)

倉
原

英
治
▽
救
助
係
兼
予
防
係
主
事
・
消
防
士(

救

助
隊
兼
予
防
課
危
険
物
係
主
事)

内
川
大
地
▽

救
助
係
主
事
・
消
防
士(

救
助
隊
兼
警
防
課
警

防
係
主
事)

足
達
大
輔
▽
救
助
係
主
事
・
消
防

士(

救
助
隊
兼
庶
務
課
庶
務
係
主
事)

森
慎
一
郎

▽
救
助
係
兼
予
防
係
主
事
・
消
防
士(

救
助
隊

兼
予
防
課
予
防
係
主
事
補)

廣
岡
幸
三
▽
救
助

係
主
事
・
消
防
士(

救
助
隊
兼
庶
務
課
経
理
係

主
事
補)

菅
新
司
▽
当
直
副
司
令
兼
救
急
第
１

係
長
・
司
令
補(

久
住
分
署
長
補
佐
兼
副
分
署

長)

吉
野
清
二
▽
救
急
第
２
係
長
・
司
令
補(

久

住
分
署
兼
警
防
課
警
防
係
副
主
幹
後
藤
清)

▽

救
急
係
兼
装
備
係
副
主
幹
・
司
令
補(

救
急
隊

兼
警
防
課
装
備
係
副
主
幹)

大
久
保
光
紀
▽
救

急
係
兼
予
防
係
副
主
幹
・
司
令
補(

緒
方
分
署

兼
警
防
課
警
防
係
副
主
幹)

大
塚
義
徳
▽
救
急

係
兼
調
査
係
副
主
幹
・
司
令
補(

救
急
隊
兼
警

防
課
調
査
係
副
主
幹)

後
藤
茂
▽
救
急
係
副
主

幹 

任
消
防
司
令
補
・
士
長(

救
急
隊
兼
庶
務
課

経
理
係
副
主
幹)

金
丸
正
三
▽
救
急
係
兼
予
防

係
副
主
幹
・
士
長(

救
急
隊
兼
予
防
課
予
防
係

副
主
幹)

倉
原
晃
三
▽
救
急
係
副
主
幹
・
士
長

(

救
急
隊
兼
庶
務
課
庶
務
係
副
主
幹)

佐
藤
浩
和

▽
救
急
係
兼
予
防
係
主
査
・
士
長(

救
急
隊
兼

予
防
課
危
険
物
係
主
査)

宗
岡
幸
二
▽
救
急
係

主
査
・
副
士
長(

救
急
隊
兼
警
防
課
警
防
係
主

査)

内
那
洋
介
▽
救
急
係
主
任
・
副
士
長(

救
助

隊
兼
警
防
課
警
防
係
主
任)

岩
屋
英
明

 

久
住
分
署

▽
分
署
長
・
司
令(

久
住
分
署
長)

後
藤
卓
見
▽

分
署
長
代
理
・
司
令
補(

当
直
副
司
令
兼
救
助

第
１
係
長)

斉
藤
文
雄
▽
副
分
署
長
・
司
令
補

(

久
住
分
署
副
分
署
長)

那
須
充
▽
指
導
係
長
・

司
令
補(

久
住
分
署
指
導
係
長)

田
北
久
己
▽
指

導
係
副
主
幹
・
司
令
補(

久
住
分
署
兼
庶
務
課

庶
務
係
副
主
幹)

工
藤
敦
▽
消
防
係
副
主
幹
・

司
令
補(

久
住
分
署
兼
庶
務
課
庶
務
係
副
主
幹)

高
橋
末
文
▽
消
防
係
副
主
幹 

任
消
防
司
令
補
・

士
長(

久
住
分
署
兼
庶
務
課
庶
務
係
副
主
幹)

倉

橋
英
信
▽
消
防
係
副
主
幹
・
士
長(

久
住
分
署

兼
警
防
課
警
防
係
副
主
幹)

飯
田
精
華
▽
消
防

係
主
任 

任
消
防
副
士
長
・
消
防
士(

久
住
分
署

兼
予
防
課
予
防
係
主
任)

長
野
幸
男
▽
消
防
係

主
事 

任
消
防
副
士
長
・
消
防
士(

久
住
分
署
兼

警
防
課
警
防
係
主
事)

井
淳
一
郎
▽
救
急
係
副

主
幹
・
士
長(

救
急
隊
兼
警
防
課
消
防
係
副
主

幹)

志
賀
和
吉
▽
救
急
係
主
任
・
副
士
長(

通
信

兼
庶
務
課
庶
務
係
主
任)

工
藤
幸
司
▽
救
急
係

主
任
・
副
士
長(

久
住
分
署
兼
警
防
課
警
防
係

主
任)

松
尾
直
哉
▽
救
急
係
主
事
・
消
防
士(

久

住
分
署
兼
警
防
課
警
防
係
主
事)

大
塚
省
吾

 

緒
方
分
署

▽
分
署
長
・
司
令(

緒
方
分
署
長)

真
田
照
幸
▽

副
分
署
長
・
司
令
補(

緒
方
分
署
副
分
署
長)

岡

部
敬
治
▽
副
分
署
長
・
司
令
補(

緒
方
分
署
指

導
係
長)

高
山
幸
治
▽
救
急
係
長
・
司
令
補(

緒

方
分
署
救
急
係
長)

倉
原
早
年
▽
消
防
係
副
主

幹
・
司
令
補(

緒
方
分
署
兼
警
防
課
警
防
係
副

主
幹)

麻
生
章
治
▽
指
導
係
副
主
幹
・
司
令
補

(

緒
方
分
署
兼
予
防
課
予
防
係
副
主
幹)

下
城
広

士
▽
消
防
係
副
主
幹
・
士
長(

緒
方
分
署
兼
警

防
課
警
防
係
副
主
幹)

佐
藤
道
章
▽
消
防
係
主

査
・
副
士
長(

緒
方
分
署
兼
警
防
課
警
防
係
主

査)

畑
山
宗
徳
▽
消
防
係
主
任
・
副
士
長(

緒
方

分
署
兼
警
防
課
警
防
係
主
任)

塩
谷
一
郎
▽
消

防
係
主
事
・
消
防
士(

緒
方
分
署
兼
警
防
課
警

防
係
主
事)

佐
藤
賢
二
▽
救
急
係
副
主
幹
・
士

長(

救
急
隊
兼
庶
務
課
庶
務
係
副
主
幹)

西
宏
一

郎
▽
救
急
係
主
任
・
副
士
長(

緒
方
分
署
兼
庶

務
課
庶
務
係
主
任)

井
野
隆
一
▽
救
急
係
主
任
・

副
士
長(

荻
分
駐
所
兼
警
防
課
調
査
係
主
任)

阿

部
晋
一
郎
▽
救
急
係
主
事
・
消
防
士(

救
助
隊

兼
警
防
課
調
査
係
主
事)

後
藤
宏
信

 

平
成
16
年
度
退
職
予
定
者

          　
　
　
　

  

【
平
成
17
年
３
月
31
日
付
】

▽
志
賀
三
男(

司
令
補
・
竹
田
広
域
消
防
署
救

急
第
１
係
長)




